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人口のうごき
　　（H26.6.1 現在）　（　）内は前月比

　広報紙への情報提供やご意見をお待ちして
います。また、町内の地域づくり団体や文化・
スポーツ団体などが行うイベント情報などの
お知らせを掲載しませんか。
原稿提出締切　掲載前月の 25 日まで
７月号発行日　７月 15 日（火）
８月号発行日　８月 18 日（月）
※内容や紙面の都合により掲載できないこと
があります。
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　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）
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芦
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、時
計
塔
を
寄
贈

　

芦
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
西
村
慶
三
会

長
）
が
結
成
50
周
年
を
記
念
し
て
、
役
場
本

庁
舎
の
駐
車
場
前
に
時
計
塔
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
３
月
に
も
湯

浦
温
泉
セ
ン

タ
ー
に
テ
レ

ビ
を
寄
贈
し

て
い
ま
す
。

降
り
続
く
激
し
い
雨
・
・
・

目
の
前
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か

特集

災害から身を守るために（水害・土砂災害編）

昭和 57 年 7 月災害（向町）

平成 24 年 7 月災害（吉尾・市居原）

人 口　　　１８，９０３人　  （ー３２）
男 　　　　８，８８６人　  （−　８）
女 　　　１０，０１７人　  （−２４）

65 歳以上　　　　７，１６９人　  （−１０）
世 帯 数　　　　７，４９８世帯  （−　８）

海開き（鶴ヶ浜海水浴場）
芦北町の海水浴場での安
全とにぎわいを祈願して
行われる海開き。今年は
6月 2日に行われ、佐敷
小の4年生が初泳ぎをし
ました。まだちょっと冷
たい水温でしたが子ども
たちは元気いっぱい。

結
成
50
周
年
の

　

芦
北
町
を
含
む
九
州
地
方
は
６
月
２
日

に
梅
雨
入
り
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
雨
は

私
た
ち
に
多
く
の
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ

る
一
方
、
と
き
に
恐
ろ
し
い
災
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
時
の
た
め

に
、
日
ご
ろ
か
ら
自
然
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。　

3　広報あしきた



広報あしきた　45　広報あしきた

熊
本
県
統
合
型
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

気
象
庁
（
雨
雲
の
動
き
）

熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、『
指

定
緊
急
避
難
場
所
』
と
『
指
定
避
難
所
』

に
区
別
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
さ
れ
た
各
地

区
ご
と
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

高
潮
・
津
波
発
生
時
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
は
広
報
あ
し
き
た
７
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

◆
指
定
緊
急
避
難
場
所

　

差
し
迫
っ
た
災
害
の
危
険
か
ら
逃
れ
る

た
め
の
施
設
・
場
所
（
緊
急
時
の
一
時
的

な
避
難
場
所
）

◆
指
定
避
難
所

　

災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
、
ま

た
は
災
害
に
よ
り
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た

住
民
を
必
要
な
期
間
滞
在
さ
せ
る
た
め
の

施
設

避
難
所
が
指
定
緊
急
避
難
場
所
と

指
定
避
難
所
に
区
別
さ
れ
ま
し
た

　

芦
北
町
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
で
災
害
時
の

危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
な

ど
を
家
族
や
近
所
の
人
と
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

防
災
情
報
を
集
め
る

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
た
め
に

　

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、
ま

ず
情
報
を
集
め
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
気
象
情
報
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
か
ら

正
確
な
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
住
む
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
危
険
が

潜
ん
で
い
ま
す
か

　芦北町では安全・安心のまちづく
りを推進し、各種災害対策を進めて
きました。しかし、いつどこで起こ
るか分からない自然災害を完全にな
くすことはできません。
　いざというとき自らの安全は自ら
が守り（自助）、家族や地域の人た
ちと協力して地域を守り（共助）、
町と連携して（公助）被害を小さく
することが求められています。

　

芦
北
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
自

然
災
害
が
発
生
し
て
き
ま
し
た
。
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
平
成
24
年
７
月
に

熊
本
広
域
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
𠮷
尾
地

区
で
時
間
雨
量
１
２
１
ミ
リ
の
記
録
的
な

雨
が
降
り
ま
し
た
。
吉
尾
地
区
の
住
民
は

「
あ
っ
と
い
う
間
に
川
の
水
位
が
上
が
り

気
付
い
た
と
き
に
は
泥
水
が
家
に
流
れ
込

ん
で
き
た
」
と
こ
の
と
き
の
様
子
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
昭
和
57
年
７
月

に
は
死
傷
者
６
人
、
被
害
総
額
98
億
円
に

達
す
る
未
曽
有
の
大
水
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
大
切
な
家
族

や
財
産
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
、
気
象
情
報
や
起
き
て
い
る
現
象

か
ら
危
険
度
を
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
の
危
険
性
や
土
砂
災
害
の
前

兆
現
象
は
芦
北
町
防
災
マ
ッ
プ
の
２
〜
３

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.bousai.

pref.kum
am

oto.jp

 

気
象
、
雨
量
、
土
砂
災
害

危
険
度
、
河
川
水
位
な
ど

の
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

 

登
録
す
る
と
気
象
警
報
、

土
砂
災
害
警
戒
、
地
震
、

河
川
水
位
な
ど
の
情
報
を

メ
ー
ル
で
受
信
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.anshin.

pref.kum
am

oto.jp/

携帯版携帯 / スマホ 携帯版

雨
雲
の
動
き
や
気
象
情
報

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/
jp/radam

e/

気
象
情
報
や
雨
量
な
ど
の
情
報
を
提
供
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

※
携
帯
の
デ
ー
タ
定
額
制
契
約
を
し
て
い

な
い
場
合
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

水害や土砂災害に備える

昭和 57 年７月災害発生時　（海路地区）

特集　災害から身を守るために（水害・土砂災害編）

私たちの住む町には急傾斜地や土石流危険渓
流、地滑りなどの危険箇所が多く、集中豪雨
によって大きな被害を受けることが考えられ
ます。また、低い土地では洪水・浸水の恐れ
があります。自分の身を守るために日ごろか
らしっかりと対策を立てておきましょう。

特集　災害から身を守るために（水害・土砂災害編）

スマホ・PCスマホ・PC

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
２
次
元
コ
ー
ド（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
を
読
み
取
る
と
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

避
難
は
自
ら
判
断
を

　

災
害
が
迫
っ
た
と
き
、
置
か
れ
た
状
況

は
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

自
ら
判
断
し
、
適
切
な
行
動
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・土砂災害の危険がある
地域に住んでいる人

・洪水や河川の氾濫によ
り浸水の危険がある地域
に住んでいる人

・子どもや高齢者、障害者
など避難に時間がかかる
人や支援が必要な人

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
て

命
を
守
る
最
低
限
の
行
動
を

　

災
害
が
差
し
迫
り
避
難
所
に
行
け
な
い

と
き
は
、
近
く
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

建
物
な
ど
に
逃
げ
ま
し
ょ
う
。
屋
外
へ
の

移
動
が
危
険
な
場
合
は
、
一
時
的
に
建
物

の
２
階
以
上
の
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
な

ど
に
避
難
し
、
救
助
を
待
つ
な
ど
命
を
守

る
最
低
限
の
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
発
生
時
や
夜
中
の
避
難
場
所
へ
の

移
動
は
危
険
が
伴
い
ま
す
。
気
象
警
報
や

特に早めの避難が
必要な人

　

災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
住
民
の
避
難
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
町
は
避
難
に
関
す

る
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

①
避
難
準
備
情
報　

災
害
に
よ
る
被
害
が

避
難
に
つ
い
て
の
３
つ
の
情
報

予
想
さ
れ
る
と
き
、
早
め
の
避
難
を
呼
び

か
け
る
情
報
で
す
。

②
避
難
勧
告　

人
的
被
害
の
出
る
危
険
性

が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
さ
れ

ま
す
。
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
指
定

さ
れ
た
避
難
所
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

③
避
難
指
示
　
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
、

人
的
被
害
の
出
る
危
険
性
が
非
常
に
高

ま
っ
た
場
合
や
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に

発
令
さ
れ
ま
す
。
避
難
し
て
い
な
い
人
は

直
ち
に
避
難
し
ま
す
。

危険度 区分 住民に求めること

自主避難
自分で危険と判断したとき自主的に避難する。
避難場所は役場に問い合わせる。

避難準備情報
子どもや高齢者、障害者など避難に時間がか
かる人や支援が必要な人は避難する。その他
の人は避難の準備。

避難勧告 指定された避難所に速やかに避難する。

避難指示
避難中の人は避難を完了する。避難していな
い人は直ちに避難する。屋外に出ることがで
きない場合は命を守る最低限の行動を。

高
い

避
難
勧
告
な
ど
が
出
て
い
な
く
て
も
、
大

雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
早
め
の
避
難
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
避
難
し
た
い
と
き

は
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

気象庁提供
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区　名

指　定　緊　急　避　難　場　所

指定避難所
洪水・河川の氾濫

崖崩れ、土石流、

地すべり、地震

田浦１

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ

田浦中学校

（校舎、体育館および武道館） 

田浦小学校（校舎、体育館）

田浦２

田浦３

田浦４

田浦町１

田浦保育所 

芦北町地域活性化センター
指定避難所と同じ

田浦保育所 

町地区公民館 

芦北町地域活性化センター

田浦町２

田浦町３

田浦町４

小田浦１

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
小田浦地区生涯学習センター（校舎） 

宮浦地区ふれあいセンター

小田浦２

小田浦３

小田浦４

小田浦５

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
小田浦地区生涯学習センター（校舎） 

小田浦福祉センター
小田浦６

小田浦７

海浦１
芦北幼稚園（校舎、体育館） 

県立あしきた青少年の家

芦北幼稚園（校舎、体育館） 

県立あしきた青少年の家

芦北幼稚園（校舎、体育館） 

海浦地区公民館 

県立あしきた青少年の家
海浦２

波多島 指定避難所と同じ
上田浦地区社会教育センター

波多島農事研修館
上田浦地区社会教育センター

井牟田１ 指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
上田浦地区社会教育センター 

下井牟田地区ふれあいセンター

井牟田２ 指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
上田浦地区社会教育センター 

上井牟田地区ふれあいセンター

横居木 芦北町地域活性化センター 芦北町地域活性化センター
芦北町地域活性化センター 

横居木公民館

鶴木山

県立あしきた青少年の家 県立あしきた青少年の家
県立あしきた青少年の家 

旧計石小学校（校舎）
計石西

計石東

白　岩 指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
佐敷小学校（校舎、体育館） 

県立芦北高等学校

花　西

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ

芦北町社会教育センター 

芦北町民総合センター 

芦北町地域資源活用総合交流促進施設
芦　北

道川内西

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
佐敷小学校（校舎、体育館） 

県立芦北高等学校
道川内東

乙千屋

伏木氏 伏木氏分校 伏木氏分校 佐敷小学校（校舎、体育館）

向　町

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ

芦北町社会教育センター 

芦北町民総合センター 

芦北町地域資源活用総合交流促進施設

本　町

上　町

新　町 指定避難所と同じ 指定避難所と同じ 佐敷中学校（校舎、体育館）

花　北 指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
佐敷小学校（校舎、体育館） 

県立芦北高等学校

諏　訪
指定避難所と同じ 指定避難所と同じ 佐敷中学校（校舎、体育館）

花　東

区　名

指　定　緊　急　避　難　場　所

指定避難所
洪水・河川の氾濫

崖崩れ、土石流、

地すべり、地震

田　川

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ 佐敷中学校（校舎、体育館）
桑　原

八　幡

宮　浦

松　生

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ 大尼田地区生涯学習センター（体育館）大尼田

立　川

永　谷

指定避難所と同じ 吉尾小学校（校舎、体育館）
大岩地区生涯学習センター（校舎） 

吉尾小学校（校舎、体育館）

黒　岩

大岩２

岩屋川内

大岩１

吉　尾
東部保健福祉センター 東部保健福祉センター

東部保健福祉センター 

吉尾小学校（校舎、体育館）市居原

箙　瀬 吉尾小学校（校舎、体育館） 吉尾小学校（校舎、体育館）
町立公民館大野分館 

吉尾小学校（校舎、体育館）

上　原 指定避難所と同じ 吉尾小学校（校舎、体育館）
大岩地区生涯学習センター（校舎） 

吉尾小学校（校舎、体育館）

海路・高田辺
海路小学校 指定避難所と同じ 吉尾小学校（校舎、体育館）

内木場

白　石

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ 町立公民館大野分館
天　月

白　木

塩　浸

東　告 告地区生涯学習センター 告地区生涯学習センター 町立公民館大野分館

西　告 告地区生涯学習センター 告地区生涯学習センター
町立公民館大野分館

漆川内公民館

市野瀬

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
大野地区構造改善センター 

大野小学校（校舎、体育館）
大　野

国　見

福　浦 女島地区生涯学習センター

（体育館） 

女島活力推進センターゆめもやい

女島地区生涯学習センター

（体育館） 

女島活力推進センターゆめもやい

女島活力推進センターゆめもやい 

湯浦小学校（校舎、体育館） 

湯浦中学校（校舎、体育館）

沖

女島西

平　生
芦北町多目的研修センター 

きずなの里 

湯浦小学校（校舎、体育館） 

湯浦中学校（校舎、体育館）

指定避難所と同じ

芦北福祉センター 

芦北町多目的研修センター 

きずなの里 

湯浦小学校（校舎、体育館） 

湯浦中学校（校舎、体育館）

湯　東

湯　北

湯　南

湯南団地

宮　崎

米　田
指定避難所と同じ 指定避難所と同じ 丸米地区生涯学習センター（体育館）

丸　山

豊　岡

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ
内野小学校（校舎、体育館） 

内野福祉センター

大川内西

大川内東

大川内南

高岡北

高岡南

指定避難所と同じ 指定避難所と同じ 古石地区生涯学習センターみどりの里古石北

古石南

■芦北町指定緊急避難場所 ･指定避難所一覧

特集　災害から身を守るために（水害・土砂災害編）特集　災害から身を守るために（水害・土砂災害編）
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まちのわだい まちのわだいまちのわだい

貫通点で鏡開きをする関係者

袋いっぱいにサラタマ収穫

　南九州西回り自動車道芦北出水道路で建設中の
女島トンネル貫通式が 5 月 24 日行われ、関係者約
70 人が出席しました。最初に貫通発破点火があり、
山本秀久県議や竹﨑一成町長など代表者 6 人が点
火スイッチを押すと、トンネル内に轟音が鳴り響き
ました。その後、貫通したトンネル出口付近まで移
動し、通り初めや鏡開きで貫通を祝いました。女島
トンネルは平成 25 年 2 月から工事を行っていて、
来年 2 月に完成予定です。芦北から津奈木インター
までは平成 27 年度内に開通予定されています。　

　女島の牛の水漁港（沖）と港湾道路の完成祝賀会
が 5 月 17 日、女島活力推進センターゆめもやいで
あり、町・県の関係者や施工業者、地元住民など約
80 人が出席しました。地元を代表し沖の井川良一
区長が「女島地区はここ数年で目覚ましい発展をし
ています。今後も女島地区の発展と環境整備にがん
ばってまいります」とあいさつしました。
　港湾道路が開通したことによりメガソーラーがあ
る女島埋立地から沖地区に直接車で通行できるよう
になり利便性が大きく向上しました。

　大野温泉センター出荷協議会主催のサラダ玉ねぎ
収穫体験会が５月17 日に、大野小近くの畑で行われ
ました。大野の自然を体感してもらおうと、農事組合
法人みのり会の協力のもと今回初めて企画されたも
ので、芦北保育園の園児や一般参加者42 人が参加。
約12 アールの畑に育った完熟サラダ玉ねぎを収穫
した参加者は、「たくさん収穫できたので、サラダに
して毎日食べたい」と満足そうに話してくれました。
園児たちは収穫した玉ねぎを抱えきれないくらい袋
いっぱいに詰め、家族へのお土産にしていました。

サラダ玉ねぎを収穫する芦北保育園の園児

牛の水漁港・港湾道路開通祝賀会

女島トンネルが貫通

祝賀会であいさつする
井川区長

 SL 人吉の乗務員と大野保育所園児

　ＪＲ肥薩線の白石駅で５月 16 日、大野保育所の
園児がＳＬ人吉を見学しました。白い蒸気を出しな
がらＳＬが駅に到着すると、園児たちが車掌や機関
士らに花束や折り紙で作った首飾りをプレゼントし
ました。乗客にはお土産に芦北のサラダ玉ねぎを渡
し、手を振って見送りました。白石駅名誉駅長の箕
田㓛暉さん（球磨村）は「子どもたちがたくさん来て
くれて感激しました」と話していました。

築 100 年の駅でＳＬ見学

　5 月 29 日、芦北地域振興局と県建設業協会芦北
支部が「災害情報共有システム」を活用した合同防
災訓練を行いました。このシステムはＧＰＳ付き携
帯電話で撮影した被災状況の写真が、位置情報とと
もにインターネット上に掲載され、関係者が情報を
共有することで効率的な応急処置を行うことができ
るものです。土砂災害を想定した訓練では公共土木
施設の被害情報の収集や応急処置などについて、振
興局と現地の建設業者が連絡を取っていました。 災害情報を即時に振興局担当者と建設業協会が共有

シンガポールの学生　古石に学ぶ

マイ箸に絵を描くシンガポール大学生と講師（写真左）

　シンガポール国立大学の学生や講師ら 12 人が 5
月 24 日、古石の農家民宿「縁」と古石みどりの里
を訪れ、日本の食や農村について学んだり竹で作っ
たマイ箸に絵を描いたりして日本文化に親しみまし
た。訪れたのは日本研究学科に所属している学生た
ちで、日本の文化や観光を学ぶために来日、県内を
中心に 10 日間滞在しました。同大学の学生が古石
を訪れるのは昨年に続き 2 回目です。

官民連携して災害情報を共有

綱引きで対戦するみつば学園（花岡西）の利用者

　知的障害者のスポーツレクリエーション大会「す
まいるフェスタ 2014」が５月 31 日にしろやまス
カイドームで開催されました。熊本県知的障がい者
施設協会が水俣・芦北、八代、人吉・球磨地域に在
住の知的障害者やその家族などを対象に毎年行って
いるもので、今回で５回目、芦北町では初めて開催
されました。
　約 1000 人の参加者たちは施設対抗の綱引きや全
員参加のダンスなどで他の参加者との交流を楽しみ
ながら、笑顔で体を動かしていました。

笑顔でスポーツレクリエーション

ごみ不法投棄撲滅アクション

湯浦川の河川敷でごみを拾う参加者

　湯浦運動公園近くの湯浦川で 5 月 30 日、「ごみ
不法投棄撲滅アクション in ゆのうら」が行われま
した。芦北町環境衛生巡視員、地区住民、周辺事業
所、町職員など 162 人が参加し、捨てられていた
ごみのほか、特定外来生物のオオキンケイギクなど
計 670 キロを回収しました。参加者は川の中や生
い茂ったヨシをかき分けながらごみを拾っていまし
た。 完成した漁港、道路



　

早
期
水
稲
の
出
穂
・
開
花
期
防
除
に
あ

た
っ
て
は
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位

置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
を
交
換

し
ま
し
ょ
う
。
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は

ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県　

農
業
技
術
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
１　

  

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

▼
日
時　

７
月
20
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
場
所　

水
上
村
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

▼
内
容　

市
房
山
神
社
ま
で
登
り
な
が
ら

市
房
山
の
歴
史
、
森
林
生
態
系
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

▼
定
員　

40
人　

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
「
第
３
回
森
林
自
然
観
察
・

体
験
教
室
申
し
込
み
」、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
（shinrinhozen@

pref.kum
am

oto.lg.jp

）
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県　

森
林
保
全
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
０

　

FAX
０
９
６
（
３
８
５
）
６
２
４
７

  
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

▼
テ
ー
マ　

促
通
反
復
療
法
〜
そ
の
後
の

進
歩
と
症
例
へ
の
適
応
〜
（
講
師　

川
平

和
美
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）

▼
日
時　

７
月
５
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

リ
ハ
ビ
リ
に
関
わ
っ
て
い
る
医

　

師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど

▼
申
込
締
切　
　

６
月
25
日
㈬

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
３
）
３
１
１
１

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

技
術
講
習
会
（
参
加
費
無
料
）

【エコロジスト ･ リーダー養成講座】　
水環境をテーマに専門的な人材を育てる講座で
す。全４回（２回目以降 8/3、8/31、9/21）
▶日時　７月 13 日（日）午前10 時〜午後３時
▶場所　熊本県庁
　　　（２回目以降は環境センターで実施）
▶定員　30 人（先着順）
▶参加費　４回で 1500 円
▶申込期限　７月６日（日）

【夏休み・川のいきもの調査】
▶日時　７月 27 日（日）午前10 時〜正午
▶場所　水俣市小崎親水公園（総合体育館裏）
▶定員　30 人（先着順）
▶参加費　無料　▶申込期限　７月20日（日）
◎申し込み方法　住所、氏名、年齢、電話番号を
明記してハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで申し込ん
でください。
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター　
　☎（６２）２０００　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp

熊本県環境センター   7 月のイベント

《会場：芦北町社会教育センター》

講座名 期　日
コース

昼 夜 終日

ワード初級 ７月１日（火）〜４日（金） ○ ○ —

ワード中級 ７月22日（火）〜25日（金）○ ○ —

エクセル初級 ７月８日（火）〜11日（金） ○ ○ —

エクセル中級 ７月29日（火）
　　〜８月１日（金） ○ ○ —

インターネット ８月５日（火）〜８日（金） ○ — —

デジタルカメラ
スマートフォン ８月17日（日）・24日（日） — — ○

ワードではがき 11月18日（火）〜21日（金）— ○ —

《会場：吉尾公民館》

講座名 期　日
コース

昼 夜 終日

エクセル中級 ８月19日（火）〜22日（金）— ○ —

▶時　間　昼コース：午後３時〜５時
　　　　　夜コース：午後７時30分〜９時30分
　　　　　終日コース：午前 10 時〜午後４時
▶定　員　各 20 人（吉尾公民館は 10 人）
▶受講料　各 2,000 円
　　　　　※テキスト代　別途 1,000 円程度
▶申込期限　各講座の３日前
　　　　　　※定員になり次第、締め切ります。
▶申込先　芦北町社会教育センター、生涯学習課、
　　　　　湯浦・大野・吉尾の各出張所（公民館）

＊問い合わせ先
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

「パソコン講座」受講生募集

　

日
常
生
活
の
中
で
起
こ
り
う
る
法
律
問

題
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◎
電
話
で
の
相
談　

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）０
８
０
０

◎
面
談
で
の
相
談

　
【
場
所
】　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館

　
　
　
　
　
　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
）　

＊
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
青
年
司
法
書
士
会　

　

司
法
書
士　

小
柳
亮
幸

　

☎
０
９
６
８
（
６
９
）
０
１
８
０　

  

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　

　

い
じ
め
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
を

め
ぐ
る
人
権
問
題
に
人
権
擁
護
委
員
や
法

務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
利
用
時
間　

平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◎
次
の
期
間
は
強
化
週
間
の
た
め
相
談
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

　

・
６
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

　

・
６
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

＊
相
談
専
用
電
話
（
通
話
無
料
）　

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　
身
近
な
法
律
問
題

　
無
料
相
談
会
（
電
話
・
面
談
）

■
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

平
成
26
年
度
年
度
更
新
手
続
き
は
７
月

10
日
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
は
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

い
て
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
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し
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い

る
場
合
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必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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す
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コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
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０
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２
０
（
９
９
５
）
９
８
６

【
そ
の
他
年
度
更
新
に
つ
い
て
】
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本
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働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

７
月
10
日
ま
で

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
電
話
相
談

　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
ア

イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の
悩
み
を
受
け
る
無
料
電

話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間   

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

▼
時
間　

平
日
・
土
曜
日　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

＊
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
（
７
７
１
）
２
０
８　

犬の登録（生涯 1 回）と狂犬病予防注射
（毎年 1 回）を必ず実施しましょう

　犬を飼うには町での登
録が義務づけられていま
す。（住民票みたいなも
のです）。登録は生涯 1
回です。
　また毎年１回必ず狂犬
病予防注射を受けさせて
ください。狂犬病は人に
も感染し、発症するとほ
ぼ 100％死亡する恐ろ
しい病気です。

犬がいなくなったら水俣保健所に連絡を
　自宅で飼っている犬がいなくなったり、犬を譲
り受けてもいいと思っている人は水俣保健所まで
ご連絡ください。
　熊本県動物愛護管理のホームページにも保護さ
れた迷子犬や譲渡犬の情報が掲載されています。

野良猫・野良犬には餌を与えないで
　最近、野良猫による鳴き声やフンによる苦情が
とても増えています。野良猫や野良犬に餌を与え
ないでください。本当に「かわいそう」と思うの
であれば、自らの責任でそ
の動物を最後まで飼い続け
てください。
　無責任な餌やりは繁殖を
促すことになり、かえって
不幸な命を増やすことにつ
ながります。　

　　
人と動物が共存できる地域づくりを目指して犬・猫はきちんと飼いましょう

＊問い合わせ先　
水俣保健所　　　    
☎（６３）４１０４
住民生活課　環境対策係
☎（８２）２５１１（内線１４７）

お 知 ら せお 知 ら せ

11　広報あしきた 広報あしきた　10
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　 田浦子育て支援センター 　7 月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

４日（金）　絵本の読み聞かせ　11日（金）　児童公園へ行こう　
17日（木）　プール開き（10時30分〜）
18日（金）　すいか割り　　30日（水）身体測定・誕生会　
22日（火）、24日（木）、29日（火）、31日（木）　プールの日　

物忘れ・認知症相談

（きずなの里）

ビーチバレー in

くまもと

（鶴ヶ浜ほか）

＊イベントについての問い合わせ先
　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

農業委員会総会

（役場大会議室）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

６月

７月

町民体育祭
　バドミントン
　クレー射撃
　ボウリング

町民体育祭

　ソフトボール　

幼稚園開放

「なかよし広場」

（芦北幼稚園）

海の日

平成生き生き大学
開校式（湯浦地区）

平成生き生き大学

開校式（田浦地区）
新米パパママ教室

（保健センター）

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

芦
北
消
防
署
☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

熊本を知る講座

（社会教育センター）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

芦北町イベントカレンダー

６月 19 日〜７月 26 日

新米パパママ教室

（保健センター）

新米パパママ教室

（保健センター）

ビーチバレー in

くまもと（鶴ヶ浜）

３歳児健診

（保健センター）

町民体育祭

男女ゲートボール

熊本を知る講座

（社会教育センター）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

童話発表会

（社会教育センター）

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、

外
国
通
貨
、
事
業
へ
の
投
資
話
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
利
殖
関
係
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

利
殖
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
契
約

金
額
が
非
常
に
高
額
で
、
当
事
者
は

高
齢
者
が
多
く
、深
刻
な
状
況
で
す
。

　

全
国
の
平
成
25
年
度
中
の
利
殖
勧

誘
事
犯
は
、
37
事
件
１
８
９
人
を
検

挙
し
被
害
総
額
は
約
３
０
６
億
円
で

し
た
。

　

高
齢
者
な
ど
専
門
知
識
が
な
い
人

に「
必
ず
値
上
が
り
し
ま
す
」や「
損

は
さ
せ
な
い
」
と
い
っ
た
巧
み
な
会

話
で
お
金
を
集
め
る
悪
質
商
法
で

す
。

◎
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
、
不
意
打
ち

　

的
な
勧
誘
が
非
常
に
多
い
。

◎
購
入
し
た
未
公
開
株
は
「
高
値
で

利
殖
関
係
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
！

　

買
い
取
る
」
な
ど
の
約
束
は
守
ら

　

れ
な
い
。

◎
過
去
に
未
公
開
株
な
ど
を
購
入
し

　

た
こ
と
が
あ
る
高
齢
者
が
狙
わ
れ

　

て
い
る
。

◎
公
的
機
関
や
証
券
会
社
を
語
る

　

ケ
ー
ス
も
多
い
。

◎
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と

　

は
困
難
。

◎
高
齢
者
の
被
害
が
多
い
の
で
、
家

　

族
や
地
域
で
見
守
る
こ
と
。

◎
安
易
な
も
う
け
話
は
き
っ
ぱ
り
断

　

る
こ
と
。

◎
公
的
機
関
を
名
乗
る
ケ
ー
ス
は
注

　

意
す
る
。

◎
買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は

　

ま
ず
な
い
。

◎
過
去
に
取
引
経
験
が
あ
る
消
費
者

　

は
特
に
注
意
す
る
こ
と
。

◎
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
警
察

　

に
相
談
す
る
こ
と
。

利
殖
勧
誘
事
犯
と
は

相
談
事
案
の
問
題
点

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

「
必
ず
儲
か
り
ま
す
」「
元
本
は
保
証
し
ま
す
」
な
ど
の

う
ま
い
話
に
ご
用
心
！

起
こ
る
恐
れ
の
あ
る
時
は
「
警
報
」
を

発
表
し
、
注
意
や
警
戒
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
気
象
庁
が
発
表
す

る
警
報
や
注
意
報
を
受
け
て
、
必
要
な

地
域
に
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を
発
令

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
時

に
は
、
速
や
か
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
避

難
が
必
要
に
な
っ
た

時
に
備
え
て
、
非
常

持
ち
出
し
品
の
点
検

や
避
難
場
所
の
確
認

な
ど
も
行
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

雨
が
降
っ
た
り
風
が
強
く
な
っ
た
り

す
る
前
に
、
窓
ガ
ラ
ス
に
は
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
張
り
、
雨
戸
に
破
損
が
な

い
か
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
し

ま
し
ょ
う
。
側
溝
や
排
水
溝
は
掃
除
し

て
水
は
け
を
良
く
し
て
お
き
、
風
で
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
固
定
し
た
り
、

家
の
中
に
収
納
す
る
な
ど
の
備
え
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
へ
の
備
え

　

６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
梅
雨
前
線

や
台
風
に
よ
る
、
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
、

高
潮
な
ど
の
風
水
害
が
多
く
な
り
、
私

た
ち
の
生
活
や
生
命
ま
で
も
が
脅
か
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
年

は
、
短
時
間
に
狭
い
範
囲
で
非
常
に

激
し
く
降
る
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
も

頻
発
し
て
お
り
、

雨
で
増
水
し
た

川
を
見
に
行
っ

て
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
浸

水
し
た
道
路
で

側
溝
の
境
界
が

見
え
に
く
い
た

め
に
転
落
し
た

り
す
る
事
故
も

全
国
的
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
は
大
雨
や
台
風
な
ど
に
関
す

る
防
災
気
象
情
報
を
随
時
提
供
し
て
い

ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る

時
に
は
「
注
意
報
」、
重
大
な
災
害
が

「
防
災
気
象
情
報
」
を
活
用
し
、

大
雨
や
台
風
へ
の
備
え
を

雨
や
風
が
強
く
な
る
前
に
、

家
屋
の
補
強
な
ど
の
対
策
を

湯の香まつり

（湯浦河川緑地公園）

〜 27 日

図書館休館日
社教センター：7月 6日（日）、21日（月・祝）
田浦：6月 23日（月）、7月 14日（月）

町民体育祭

男女バレーボール

７〜８カ月児健診

（保健センター）
1歳６カ月児健診

（保健センター）

３〜４カ月児健診
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財
政
事
情
公
表

　交際費は、町政の円滑な執行を図るため、外部と
の交際を行う目的で支出する経費です。支出につい
ては、社会通念上、妥当な範囲で必要最小限にとど
めるよう配慮しています。
　交際費には、企業などが行う取引先への接待費（飲
食費）などは含まれていません。公益に資する（芦
北町の発展に役立つ）ように、公的な活動を円滑に

遂行するべく町民の皆さんのために活用されていま
す。
※芦北町の特産品を全国にＰＲしたり、全国各地か
らのお客さまに芦北町を宣伝してもらったりするた
めに支出しています。また、芦北町を代表（町長お
よび町長代理）して出席する会議などの会費の支出
などにも使われています。

項　目 支出額（円）件　数 内　　　容
特産品 1,627,816 449 町外からの訪問者に対する町 PR 品の配布や出張時における訪問先への土産品
香　典 325,000 36 町の発展・振興に功績があった人に対する香料や生花代
御　樽 190,000 28 町の事務事業と密接に関わる公共的な団体に対する御樽
会　費 74,000 13 円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に係る経費
見　舞 70,000 7 町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
御　祝 410,925 22 記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
その他 194,598 16 上記の区分に掲げるもの以外で特に必要と認められるハガキなどの経費
合　計 2,892,339 571

平成 25 年度町交際費支出一覧

町交際費の公表平成 25 年度

一般会計執行状況

　一般会計とは、町の運営に必要となる基本的な経費
を計上した会計のことです。平成 25 年度の当初予算
は 98 億 9,800 万円です。下半期に２回、3 億 7,412 万
円の補正を行い、通年の補正予算総額は 5 億 8,512 万
円となりました。最終的な予算総額は 104 億 8,312 万
円（繰越含む予算額 115 億 7,770 万円）となりました。
　現年度分と前年度からの繰越額を合わせた予算現額
と執行状況は下表のとおりです。

特別会計執行状況

会　　計 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額
国民健康保険事業（事業勘定） 34 億 3,362 万円 27 億 3,956 万円 31 億 5,090 万円
国民健康保険事業（直診勘定） 5,960 万円 2,588 万円 5,175 万円
介護保険事業 20 億 9,462 万円 17 億 8,038 万円 18 億 2,717 万円
簡易水道事業 2 億 724 万円 7,434 万円 5,200 万円
農業集落排水事業 2 億 2,313 万円 6,067 万円 １億 8,698 万円
生活排水処理事業 5,630 万円 3,381 万円 4,891 万円
町有温泉事業 1 億 2,758 万円 5,135 万円 8,337 万円
奨学資金貸付事業 3,070 万円 2,701 万円 2,220 万円
後期高齢者医療事業 2 億 6,340 万円 2 億 5,417 万円 2 億 2,954 万円

合　計 64 億 9,619 万円 50 億 4,717 万円 56 億 5,282 万円

基金の状況

区　分 H25 H24
建物 15.2ha 15.0ha
土地および山林 1026.7ha 1026.5ha
証券その他の権利 4 億 2,286 万円 4 億 2,286 万円

　　町債、一時借入金の状況

　町債とは、町の借金のことです。道路、学校、住宅の建
設など、世代間の負担を均等化する役割もあります。平
成 25 年度の町債元利償還金は 13 億 3,596 万円ですが、
うち 10 億 5,188 万円が地方交付税に算入されています。

（１）町債

（２）一時借入金
　一時借入金は、資金繰りのための短期の借入金です。
平成 25 年度の借入金はありません。

　　公営企業会計（水道会計）の執行状況　
　水道会計の平成 25 年度の当初予算は、2 億 4,610 万円で前年度比 62.6 ％減となっています。
　平成 25 年度の事業量　給水戸数：3,575 戸　年間総給水量：1,043,083㎥　一日平均給水量：2,858㎥

科　目
収　　　入 支　　　出

予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率
収益的収支予算 1 億 6,674 万円 1 億 6,340 万円 98.0％ 1 億 6,062 万円 1 億 4,651 万円 91.2％
資本的収支予算 2 億円 2 億円 100％ 3 億 4,812 万円 2 億 8,313 万円 81.3％

３　

４　

６　 区　分 H25 H24
臨時財政対策債 41 億 9,161 万円 40 億 977 万円
土木債 15 億 6,040 万円 16 億 7,983 万円
農林水産業債 12 億 5,505 万円 14 億 919 万円
農業集落排水事業債 11 億 8,701 万円 12 億 7,537 万円
教育債 9 億 4,627 万円 10 億 1,089 万円
公営住宅債 5 億 4,281 万円 5 億 9,684 万円
消防債 5 億 6,152 万円 4 億 3,921 万円
減税補てん債 2 億 3,197 万円 3 億 4,075 万円
災害復旧債 2 億 1,088 万円 2 億 2,508 万円
総務債 5 億 9,605 万円 4 億 1,325 万円
その他 6 億 2,239 万円 6 億 2,354 万円

合　計 119 億 596 万円 120 億 2,372 万円

基　金　名 H25 H24
財政調整基金 14 億 5,678 万円 14 億 5,642 万円
町有施設整備基金 9 億 1,265 万円 ７億 1,208 万円
まちづくり振興基金 9 億 5,106 万円 6 億 9,948 万円
国保財政調整基金 5 億 655 万円 5 億 618 万円
社会福祉振興基金 4 億 3,661 万円 4 億 3,646 万円
土地開発基金 2 億 4,006 万円 2 億 4,006 万円
九州新幹線渇水対策等
被害対策基金 1 億 5,166 万円 1 億 5,892 万円

その他 4 億 3,778 万円 3 億 8,559 万円
合　計 50 億 9,315 万円 45 億 9,519 万円

町有財産の状況 歳入
予算現額　　115 億 7,770 万円
収入済額　　105 億 5,991 万円
収納率　　　91.2％

歳出
予算現額　　115 億 7,770 万円
支出済額    　 90 億 611 万円
執行率　　　77.8％    

予算現額

収入済額

町税

地方交付税
交　付　金

国庫支出金

県支出金

繰越金

町債

15億2,768万円
（99.9％）

48億4,091万円
　（105.7％）

6億3,355万円
（50.9％）

10億4,103万円
（81.9％）

7億2,069万円
（68.2％）

6億9,222万円
（103.9％）

１

２

　基金は、家計の預金に相当します。一時的な財源不足の
調整や災害など緊急時の財政需要に対応する「財政調整
基金」、将来行う事業に充てるために積み立てる「町有施
設整備基金」、「まちづくり振興基金」などがあります。

５　

※収益的収支予算：水を供給するための予算　　　資本的収支予算：水道施設を造るための予算

財政事情公表（平成 26 年 3 月 31 日現在） 財政事情公表（平成 26 年 3 月 31 日現在）

平
成
25
年
度

※金額は収入済額、（　）内は収納率

その他
11億383万円

（89.8％）

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

その他

公債費

12億3,001万円
（67.1％）

22億6,241万円
（79.4％）

7億4,612万円
（70.4％）

7億8,197万円
（76.3％）

6億2,997万円
（56.4％）

6億6,165万円
（95.2％）

7億1,531万円
（86.9％）

11億8,424万円
（100％）

歳出歳入

4億2,615万円
（73.1％）

3億6,828万円
（91.7％）

予算現額

支出済額
※金額は支出済額、（　）内は執行率

町が国民健康保険事業や簡易水道事業などをするとき、
それぞれの事業支出にあて、一般会計と区別して経理す
ることを特別会計と呼びます。

　

皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の

よ
う
な
形
で
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使

用
さ
れ
て
い
る
か
、
町
の
運
営
状
況
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
で
は

毎
年
６
月
と
12
月
に
「
財
政
事
情
」
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
３
月
31
日
ま
で
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　地方自治体では３月 31 日までの事業に対し、５月
末までに会計を処理します。グラフの中の未執行予算
は、会計処理期限後に確定します。
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
史
跡

昭
和
53
年
１
月
30
日
指
定

37  
　
「
夏
草
や 

兵つ
わ
も
のど
も
が 
夢
の
跡
」
と
い

う
松
尾
芭
蕉
の
句
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
今
く
ら
い
の
季
節
に
奥
州
平
泉
を
訪
れ

た
芭
蕉
が
、
か
つ
て
武
士
た
ち
が
功
名
の

野
望
を
い
だ
い
て
奮
戦
し
、
散
っ
て
い
っ

た
戦
場
も
今
は
夏
草
が
生
い
茂
る
ば
か

り
、
と
そ
の
は
か
な
さ
を
詠
ん
だ
句
で
す
。

　

時
代
は
異
な
り
ま
す
が
、
今
か
ら

４
２
２
年
前
の
文
禄
元
年
（
１
５
９
２
）

6
月
『
梅
北
の
乱
』
と
い
う
歴
史
的
事
件

が
佐
敷
城
を
舞
台
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
征
の
際
、
守
備

が
手
薄
と
な
っ
た
佐
敷
城
を
島
津
氏
家
臣

の
梅う
め
き
た
く
に
か
ね

北
国
兼
一
味
が
占
拠
し
た
の
で
す
。

関
係
す
る
史
跡
と
し
て
、
田
浦
に
「
合
戦

場
の
首
塚
」
と
「
井
上
飛
騨
の
墓
」
が
あ

り
ま
す
。

　

佐
敷
城
を
占
拠
し
た
梅
北
勢
は
、
第
二

陣
と
し
て
東と
う
ご
う郷
甚じ
ん
え
も
ん

右
衛
門
を
大
将
に
八
代

の
麦
島
城
の
攻
撃
に
向
か
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
佐
敷
城
が
井
上
勘
兵
衛
吉
弘
ら
の

活
躍
で
間
も
な
く
奪
還
さ
れ
る
と
、
東
郷

た
ち
は
八
代
か
ら
引
き
返
し
、
田
浦
で
迎

え
撃
つ
田
浦
助
兵
衛
ら
と
交
戦
に
な
り
ま

「
合
戦
場
の
首
塚
」

「
井
上
飛ひ

だ騨
の
墓
」

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

し
た
。
結
局
、
東
郷
た
ち
は
討
ち
取
ら

れ
、
そ
の
首
を
埋
め
た
場
所
が
首
塚
と
し

て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
首
塚
は
、
赤
松

峠
へ
向
か
う
旧
国
道
の
途
中
、
九
州
べ
ス

を
過
ぎ
て
右
折
し
た
道
を
、
迫
に
沿
っ
て

行
っ
た
み
か
ん
畑
の
中
に
あ
り
ま
す
。
現

地
に
は
、
今
も
合
戦
場
と
い
う
小
字
や
ト

ク
ジ
ネ
ン
迫
（
東
郷
甚
右
衛
門
の
迫
）
と

い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の

人
々
に
こ
の
戦
い
の
印
象
が
強
く
残
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
合
戦
で
東
郷
の
首
を
取
っ
た
井
上

飛
騨
と
い
う
武
将
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の

墓
が
田
浦
の
字
山
下
に
あ
り
ま
す
。
高
さ

１
ｍ
に
満
た
な
い
、
こ
け
む
し
た
石
の
表

面
に
は
「
井
上
飛
騨
塚　

慶
長
十
九
年

（
１
６
１
４
）
寅
五
月
二
十
日
」
と
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。
乱
か
ら
22
年
後
、
井
上
飛

騨
も
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
1
年
後

に
は
、
大
坂
夏
の
陣
が
終
結
し
、
一
国
一

城
令
に
よ
っ
て
佐
敷
城
も
壊
さ
れ
、
よ
う

や
く
戦
乱
の
世
が
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
芦
北
に
残
る
「
兵
ど
も
が
夢

の
跡
」
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

今
年
も
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
芦
北
に
来
て
最
初

の
こ
ろ
は
、「
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
っ
て
何

だ
ろ
う
、
普
通
の
玉
ね
ぎ
と
何
が
違
う

の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
食

べ
て
み
て
初
め
て
意
味
が
分
か
り
ま
し

た
。「
辛
く
な
ー
い
！
」
韓
国
で
は
食

べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
芦
北
は

美
味
し
い
も
の
に
恵
ま
れ
て
い
る
な
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
先
月
、
国
際
交
流
協
会
と
大

野
小
が
実
施
し
て
い
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

募
金
サ
ラ
た
ま
づ
く
り
」
の
収
穫
に
参

加
し
ま
し
た
。
最
初
は
収
穫
の
時
期
さ

え
も
知
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
今
年

で
も
う
４
回
目
の
経
験
に
な
っ
た
の
で

児
童
た
ち
に
も
正
し
い
作
業
方
法
を
教

え
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
中
九
州
短
期
大
学
か
ら
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
留
学
生
４
人
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

芦
北
町
の
募
金
活
動
の
話
を
聞
い
て
す

ご
く
嬉
し
く
思
っ
た
そ
う
で
、
積
極
的

に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち

も
外
国
人
と
の
作
業
を
楽
し
く
感
じ
て

く
れ
た
よ
う
で
、
韓
国
語
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
語
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
な
ど
、
国

際
交
流
も
兼
ね
た
収
穫
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
農
業
体
験
は
私
を
含
め

児
童
た
ち
に
も
大
切
な
経
験
だ
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
活
動
が
国
際
貢
献

に
ま
で
繋
が
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
始

ま
る
募
金
米
づ
く
り
や
夏
祭
り
な
ど
で

の
募
金
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
第
25
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
留
学
生
と
会
話
し
な
が
ら
収
穫

作
業
を
す
る
大
野
小
児
童

合戦場の首塚

井上飛騨の墓

Ａ
コ
ー
ト

　

１
位　

渡
邉　

末
一

　

２
位　

田
口　

ハ
ル
子

　

３
位　

川
口　

信
子

Ｂ
コ
ー
ト

　

１
位　

本
山　

一
俊　

　

２
位　

池
田　

正
邦

　

３
位　

本
村
ヨ
シ
子

Ｃ
コ
ー
ト

　

１
位　

山
下　

利
明

　

２
位　

野
田　

敏

　

３
位　

杉
村　

守
好

Ｄ
コ
ー
ト

　

１
位　

山
下　

平
四
郎

　

２
位　

大
谷　

と
も
江

　

３
位　

浪
崎　

ヨ
シ
子

◇
総
合
優
勝
：
本
山
一
俊

　
（
各
コ
ー
ト
１
位
５
人
に
よ
る
ニ
ア
ピ

　

ン
勝
負
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め

　

見
事
優
勝
）

芦
北
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

●
開
催
日　

５
月
11
日
㈰

●
場
所　

岩
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド　

◆
成
績（
敬
称
略
）（
参
加
者
２
２
４
人
）

◆
個
人
成
績
（
町
関
係
の
み
）　

　

◎
優
勝
者
（
敬
称
略
）

《
ト
ラ
ッ
ク
競
技
》

【
１
０
０
ｍ
】　

小
学
３
年
女
子　
　

工
木
あ
い
み

　
　
　
　
　
　

小
学
３
年
男
子　
　

山
本  

悠
眞

　
　
　
　
　
　

小
学
４
年
男
子　
　

斉
藤   

太
一

　
　
　
　
　
　

小
学
６
年
女
子　

    

橋
本  

莉
子

　
　
　
　
　
　

中
学
１
年
男
子　
　

平
木  

滉
大

　
　
　
　
　
　

中
学
２
年
男
子　
　

道
園  

祥
世

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

　
　
　

小
学
女
子　

工
木
あ
い
み
、
工
木
ひ
な
た

　
　
　
　
　
　
　
　

東　

結
華
、
橋
本  

莉
子

　
　
　

小
学
男
子　

山
本  

悠
眞
、
斉
藤  

太
一

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本　

航
、
塔
尾  

宝
良

　
　
　

中
学
女
子　

永
井  

美
咲
、
山
内 

愛
里

　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
花
奈
恵
、
荒
川 

美
里

【
１
５
０
０
ｍ
】  

　
　
　
　

中
学
男
子　
　

井
川 

龍
人
（
大
会
新
） 

　
　
　
　

男
子
40
歳
〜
49
歳　
　
　

宮
島  

誠
一

《
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
》

【
走
高
跳
】　

男
子
29
歳
以
下　
　
　

池
田  

高
太

　
　
　
　
　

男
子
40
歳
〜
49
歳　

    

前
田  

宜
重

【
砲
丸
投
】　

女
子
34
歳
以
下　
　

    

寺
本  

聖
香

　
　
　
　
　

女
子
35
歳
〜
49
歳　
　

戸
田  

裕
子

　
　
　
　
　

男
子
29
歳
以
下　
　
　

橋
口  

貴
文

　
　
　
　
　

男
子
40
歳
〜
49
歳    　

吉
田  

英
二

◆
団
体
成
績　

○
総
合
成
績　
　

優
勝　

芦
北
町

　
　
　
　
　
　
　

２
位　

水
俣
市

　
　
　
　
　
　
　

３
位　

津
奈
木
町

○
一
般
の
部　
　

優
勝　

水
俣
市

　
　
　
　
　
　
　

２
位　

芦
北
町

　
　
　
　
　
　
　

３
位　

津
奈
木
町　

○
中
学
生
の
部　

優
勝　

水
俣
市　

　
　
　
　
　
　
　

２
位　

芦
北
町   

　
　
　
　
　
　
　

３
位　

津
奈
木
町

○
小
学
生
の
部　

優
勝　

芦
北
町　

　
　
　
　
　
　
　

２
位　

水
俣
市　

    

　
　
　
　
　
　
　

３
位　

津
奈
木
町

　

第
42
回
水
俣
市
・
葦
北
郡
各
町
対
抗
陸
上
競
技
大
会
が
６
月
１
日
、

水
俣
市
の
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
芦
北
町

は
１
点
差
で
水
俣
市
に
勝
利
し
４
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
小
学
生
の
部
は
８
年
連
続
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

接
戦
を
制
し
４
年
ぶ
り
の
栄
冠
水
俣
市
・
葦
北
郡
各
町
対
抗
陸
上
競
技
大
会

◀
大
会
新
記
録
で
優
勝
し
た
井
川
選
手（
先
頭
）
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

　

１
日
３
回
の
規
則
的
な
食
事
が
望
ま
し
い

第
１
の
理
由
は
、
人
間
の
体
に
備
わ
っ
て
い

る
生
体
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
３
食
を
取
る
こ

と
が
健
康
に
大
変
良
い
か
ら
で
す
。
第
２
の

理
由
は
、
１
日
に
必
要
な
栄
養
素
は
３
食
で

な
い
と
取
り
に
く
い
か
ら
で
す
。

　

生
体
リ
ズ
ム
に
「
時
間
の
情
報
」
を
発
信

し
て
い
る
の
が
、
脳
の
視
床
下
部
に
生
ま
れ

つ
き
備
え
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
「
体

内
時
計
」
で
睡
眠
、
食
事
、
活
動
な
ど
の
生

体
リ
ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

生
体
リ
ズ
ム
は
本
来
１
日
25
時
間
の
周
期
で

す
が
、
体
内
時
計
の
働
き
で
１
日
24
時
間
周

期
に
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
調
整
に
当

た
っ
て
最
も
強
い
影
響
を
与
え
る
の
が
夜
明

け
や
日
没
な
ど
に
よ
る
光
の
変
化
で
す
。

　

生
体
リ
ズ
ム
と
は
、
地
球
の
自
転
に
始
ま

る
自
然
環
境
の
リ
ズ
ム
（
春
夏
秋
冬
、昼
夜
、

潮
の
満
ち
干
な
ど
）
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

６
月
は
食
育
月
間
で
す

食
生
活
と
生
体
リ
ズ
ム
を

も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う

地
球
上
の
生
物
は
、
こ
の
自
然
環
境
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
な
い
と
適
応
で
き
ま
せ
ん
。
人

間
も
同
様
で
す
。
体
内
時
計
と
現
実
の
時
間

の
調
整
が
狂
っ
た
典
型
的
な
例
が
時
差
ボ
ケ

で
す
。

　

体
内
時
計
は
、
活
動
と
休
養
な
ど
の
生
活

リ
ズ
ム
を
調
整
し
て
い
ま
す
が
、
日
没
後
で

も
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
明
る
い
照
明
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
携
帯
電
話

の
画
面
、
テ
レ
ビ
画
面
な
ど
の
強
い
光
を
浴

び
る
と
体
内
時
計
は
狂
っ
て
き
ま
す
。
す
な

わ
ち
夜
に
な
っ
て
も
体
内
時
計
は
昼
の
ま
ま

で
活
動
期
の
生
体
リ
ズ
ム
が
続
く
の
で
、
睡

眠
不
足
、
疲
れ
、
精
神
不
安
定
な
ど
の
弊
害

が
生
じ
て
き
ま
す
。
体
内
時
計
を
正
し
く
保

つ
に
は
、
夜
は
強
い
光
を
浴
び
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
て
、
朝
は
起
き
て

カ
ー
テ
ン
を
開
け
太
陽
の

光
を
浴
び
、
朝
食
を
食
べ

る
の
が
効
果
的
で
す
。

　

朝
・
昼
・
夕
の
３
回
の
規
則
的
な
食
事
に

は
、
１
日
の
リ
ズ
ム
を
守
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。
朝
食
に
よ
り
午
前
中
の
活
動
の
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が

補
給
さ
れ
ま
す
が
、

特
に
朝
飢
餓
状
態

に
な
っ
て
い
る
脳

に
と
っ
て
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
ブ
ド
ウ
糖
が
補
給
さ
れ
る
の
で

重
要
で
す
。
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
体
温
が

上
が
り
、
１
日
の
活
動
へ
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

夕
食
に
は
、
そ
の
日
に
消
費
さ
れ
た
栄
養

素
や
、
睡
眠
中
に
進
め
ら
れ
る
骨
や
筋
肉

づ
く
り
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
や
ミ
ネ
ラ

ル
（
無
機
質
）
を
補
給
す
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
夜
遅
い
食
事
は
好
ま
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
空
腹
感
か
ら
早
食
い
、
ド
カ
食

い
、
食
べ
過
ぎ
に
な
り
が
ち
で
、
食
べ
過
ぎ

た
も
の
は
体
脂
肪
と
し
て
蓄
積
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
脂
肪
が
多
い
と
最
悪
で
す
。
夜

は
心
拍
数
が
低
下
し
、
食
べ
た
も
の
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
蓄
積
さ
れ
や
す
く
な
る
か
ら
で

す
。
胃
も
た
れ
、
不
眠
、
翌
朝
の
食
欲
低
下

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
残
業
な
ど
で
早
め
の

夕
食
が
取
れ
な
い
人
は
夜
７
時
前
後
に
バ
ナ

ナ
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
牛
乳
、

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
軽
食
を
取

り
、
帰
宅
し
て
か
ら
消
化
の

良
い
軽
め
の
食
事
を
補
い
ま

し
ょ
う
。

　

３
回
食
が
体
に
良
い
わ
け

生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る

「
体
内
時
計
」

朝
食
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
効
果

夕
食
は
控
え
め
に

明
る
い
照
明
が

体
内
時
計
を
狂
わ
せ
る
！

● 

開
催
日　

５
月
23
日
㈮

● 

場
所　

岩
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎
男
子

◆
優
勝　

田
浦
北
部　

⑦

　

２
位　

佐
敷
西　

    

⑥

　

３
位　

大
東　
　
　

⑤

　

４
位　

田
浦
南
部　

④

　

５
位　

湯
島　
　
　

③

　

６
位　

泉
南　
　
　

②

　

７
位　

佐
敷
東　
　

①

◎
女
子

◆
優
勝　

佐
敷
西　
　

⑦

　

２
位　

泉
南　
　
　

⑥

　

３
位　

大
東　
　
　

⑤

　

４
位　

田
浦
北
部　

④

　

５
位　

佐
敷
東　
　

③

　

６
位　

田
浦
南
部　

②　

町
民
体
育
祭
結
果

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
】

順位 地域体協 総合得点
１位 佐敷西 13
２位 田浦北部 11
３位 大東 10
４位 泉南 8
５位 田浦南部 ６
６位 佐敷東 4
７位 湯島 3

　総合順位（6 月１日現在）

※○内の数字は獲得総合得点
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寄附状況を
　お知らせします

平成 25 年度（平成 25 年４月１日から平成
26 年３月 31 日まで）に芦北町に寄附をしてい
ただいた団体・個人の皆さまをご紹介します。  

公表について差し支えないことを承諾いただ
いた個人・団体のみを公表します。

 ふるさと寄附（納税）

　寄附していただいた皆さま

　　　　ありがとうございました。

＊問い合わせ先
 　企画財政課   政策推進室　
　　☎（８２）２５１１（内線２５３）

ふるさと寄附（納税）とは
　生まれ故郷や応援したいと思う自
治体へ寄附（ふるさと納税）を行っ
た場合、所得税・個人住民税が一定
額控除される制度です。寄附額が
２千円を超える場合は、２千円を超
える部分について、税の減額対象に
なります。

一　般　寄　附

※住所は、町内の場合は「区名」、熊本県内の場合は「市町村名」、
熊本県外の場合は「都道府県名」を表示しています。　

※公表を希望されなかった項目は「ー」で表示しています。

＊問い合わせ先
 　総務課  管財係　
　☎（８２）２５１１（内線２１６）　

団体名（敬称略） 住　所 寄附品・寄附金額

仮設用ミニ舞台一式

スパークス・グリーンエナジー
＆テクノロジー（株）ほか

コアテック（株）

芦北ライオンズクラブ

５万円

女島メガソーラー展望所
（建屋・展示品）一式

32 型テレビ 1 台
壁掛金具一式

芦北

東京都

東京都
ほか

芦北芦北ライオンズクラブ

皆さまからいただいた寄附金や物品な
どは大切に使わせていただきます。

◀
女
島
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

　

展
望
所

◀
湯
浦
温
泉
セ
ン
タ
ー
に

　

寄
贈
さ
れ
た
テ
レ
ビ
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５
月
24
日
、
25
日
に
「
地
球
環
境
ス
ポ
ー

ツ
御
立
岬
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
４
」
が
御
立
岬
海
水
浴
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
15
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、
一
般
（
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ス
）、
女
子
、
中
学
生
、
小

学
生
の
５
部
門
に
県
内
外
か
ら
80
チ
ー
ム
約

７
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
天

気
に
恵
ま
れ
、
ジ
リ
ジ
リ
と
焼
け
る
よ
う
な

日
差
し
の
も
と
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は「
地
球
環
境
に
優
し
く
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
試
合
前
に

は
参
加
者
全
員
で
コ
ー
ト
を
掃
除
す
る
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
の
熊
本
県
予
選
も
兼
ね
て
行
わ

れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
は
６
チ
ー
ム
で

競
わ
れ
、
町
内
か
ら
も
前
回
覇
者
の
マ
シ
ュ

ケ
ナ
ー
ダ
芦
北
が
出
場
し
ま
し
た
。
マ
シ
ュ

ケ
ナ
ー
ダ
芦
北
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜

き
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た

が
、
準
決
勝
で
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、
惜
し
く
も
破

れ
２
年
連
続
の
九
州
大
会
出
場
を
逃
し
ま
し

た
。

　

楽
し
さ
を
重
視
し
た
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ

ス
や
女
子
、
中
学
生
、
小
学
生
の
部
で
は
、

慣
れ
な
い
砂
浜
に
足
を
取
ら
れ
て
転
ん
だ

り
、
ミ
ス
を
し
た
り
し
て
会
場
の
笑
い
を
誘

う
場
面
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ク
ラ
ス
に
劣
ら
な
い
よ
う
な
オ
ー
バ
ー

ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
な
ど
の
大
技
を
繰
り
出
す
プ

レ
ー
も
見
ら
れ
、
観
客
を
沸
か
せ
て
い
ま
し

た
。

15
回
開
催
記
念
で
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合

　

今
回
、
15
回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
、
御

立
岬
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出

場
経
験
者
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
代
表
も
し
く
は
代

表
候
補
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
選
手
７
人
を

表
彰
。
25
日
の
開
会
式
で
竹
﨑
一
成
大
会
会

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昼
食
時
に
は
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
の
「
で
こ
ぽ
ん

く
ん
」
や
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
「
ロ
ア
ッ
ソ
く

ん
」
な
ど
、
県
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
13
体
に
よ

る
Ｐ
Ｋ
対
決
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゆ
る

キ
ャ
ラ
た
ち
の
愛
ら
し
い
動
き
に
、
会
場
は

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

上位入賞チーム
（町内関係チームのみ掲載）

チャンピオンクラス
　３位　マシュケナーダ芦北
フレンドリークラス
　３位　マシュケナーダ芦北セグンド
中学生の部
　２位　佐敷中学校Ａ

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
監
督
が
来
町

　

５
月
10
日
、
11
日
に
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
の
マ
ル
セ
ロ
・
メ
ン
デ
ス
監
督
が
芦

北
町
を
訪
れ
、
御
立
岬
海
水
浴
場
で
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
地
方
の
優
れ
た
選
手
の

発
掘
を
目
的
に
日
本
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
地
元
チ
ー
ム
の
マ
シ
ュ
ケ

ナ
ー
ダ
芦
北
を
は
じ
め
、
九
州
内
の
チ
ー
ム

か
ら
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
義
や
実
践

で
マ
ル
セ
ロ
監
督
か
ら
世
界
レ
ベ
ル
の
技
の

指
導
を
受
け
た
選
手
は
「
日
本
代
表
の
戦
術

を
経
験
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ル
セ
ロ

監
督
は
24
日
、
25
日

の
御
立
岬
ビ
ー
チ

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
視
察

し
ま
し
た
。
将
来
、

こ
の
大
会
か
ら
日

本
代
表
選
手
が
誕

生
す
る
日
が
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（マルセロ監督のコメント）

大会を視察して、幅広い世代

の男女がビーチサッカーに親

しんでいることに感動した。

今回の講習会や大会で気にな

る選手が数人いたので、日本

代表の合宿に招集したい。

砂浜での熱い戦い！

御立岬ビーチサッカーフェスティバル 2014
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編
　
集
　
後
　
記

▼
先
日
の
水
俣
市
葦
北
郡
各
町
対

抗
陸
上
大
会
で
の
１
点
差
の
総
合

優
勝
。
誰
か
１
人
で
も
欠
場
し
て

い
た
ら
優
勝
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
さ
に
出
場
者
全
員

で
つ
か
ん
だ
勝
利
で
す
ね
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
▼
災
害
を

特
集
す
る
に
あ
た
っ
て
昔
の
写
真

を
探
し
て
い
る
と
当
時
の
町
の
様

子
が
写
っ
て
い
る
も
の
に
目
が
止

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
そ
の

瞬
間
に
し
か
撮
れ
な
か
っ
た
も
の

な
ん
だ
な
と
。
時
間
が
な
い
の
に

つ
い
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
汗
）。
未
来
に
残
る
も
の
に
な
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
今
し
か
撮
れ
な
い
も
の
を

撮
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

▼
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
梅
雨
が
や
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
私
は
く
せ
毛
な

の
で
、
湿
気
が
多
い
と
髪
が
う

ね
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
梅
雨
明
け

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
▼
先
月
号

の
編
集
後
記
に
書
い
て
い
た
通

り
、
御
立
岬
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
ま
し
た
。

自
分
か
ら
志
願
し
て
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
を
し
た
の
で
す
が
、
何
度
か

簡
単
な
ボ
ー
ル
が
取
れ
な
く
て
失

点
し
て
し
ま
い
ま
し
た
…
。で
も
、

そ
れ
を
見
て
い
た
観
客
の
人
た
ち

に
笑
い
を
提
供
で
き
た
の
で
良
し

と
し
ま
す
！　
　
　
　
（
か
ま
ち
）
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
シ
ゲ
子

短
歌

　
【
役
場
短
歌
会
】

　

還
暦
の
同
級
会
の
準
備
す
る
友
の
笑
顔
を
目
に
浮
か
べ
つ
つ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　

博
司

　

そ
よ
そ
よ
と
吹
く
風
軽
く
さ
ら
さ
ら
と
若
葉
奏
で
る
音
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               　
　
　
　

藤
井　

哲
郎　
　

　

爽
や
か
な
五
月
の
風
に
髪
み
だ
し
サ
ッ
カ
ー
女
子
が
砂
蹴
り
ま
く
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

祐
一

　

諏
訪
祭
り
氏
子
の
衣
装
で
神み

こ
し輿

引
き
風
さ
わ
や
か
な
街
道
巡
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

大
至

　

枝
々
を
従
え
そ
び
え
る
大
椎
の
広
け
る
若
葉
雲
の
ご
と
し
も　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
口　

卓
矢

　
【
田
浦
短
歌
会
】

　

空
高
く
曾ひ

ま
ご孫
の
幟

の
ぼ
り
風
に
舞
う
見
上
ぐ
る
わ
れ
は
目
を
細
め
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
キ
ミ
子

　

な
り
手
な
き
地
区
の
役
員
仕
方
な
く
流
れ
の
ま
ま
に
ま
た
も
引
き
受
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

良
子

　

平
穏
な
る
山
里
に
響
く
銃
声
を
猪
狩
り
と
は
つ
ゆ
知
ら
ざ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
た
も
る

　

今
年
ま
で
今
年
ま
で
は
と
春
芽
吹
く
甘
夏
み
か
ん
に
追
肥
撒
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

集
う
度
最
高
齢
と
告
げ
ら
れ
て
大
正
の
世
も
杳と

お

く
な
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一

お 誕 生 お め で と う

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に届け出た人で掲載を希望する場合は、役場総務課秘
　書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

芦
北
っ
子
ス
マ
イ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
好
き
な
野
イ
チ
ゴ
、

た
く
さ
ん
み
〜
つ
け
た
！

田
た た ら

多良　圭
け い ご

吾くん
（田浦４）

２歳

写真に、①子どもの氏名・ふりが
な　②年齢③コメント（30 字以内）
④住所⑤連絡先（電話番号）を添え
て、　Ｅメール、郵送、持参のいず
れかでお申し込みください。
◎注意事項

・応募は保護者からに限ります。
・応募は町内在住の３歳までの子ど
　も１人につき１点までです。

・写真はカラー写真とし、印刷した 
　もの（Ｌ判程度）、電子データの
　どちらでも応募可能です。

・写真は返却しません。
＊申込・問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）
　Ｅメール：koho@town.ashikita. lg.jp

スマートフォンか
らはこちらのＱＲ
コードを利用する
と便利です。

掲載写真募集中

わ
な
免
許
取
得
で
農
地
を
守
る

　
「
イ
ノ
シ
シ
被
害
を
ど
う
に
か
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
農
家
か
ら
の
要
望
に
対
し

て
は
、
猟
友
会
員
に
お
願
い
し
て
、
わ
な

を
仕
掛
け
た
り
、
共
同
狩
り
を
行
っ
た
り

し
て
駆
除
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
の
た
め

限
界
が
あ
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
か
ら
農
地
を
守
ろ
う
②

　

芦
北
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た

め
に
、
狩
猟
免
許
を
持
つ
猟

友
会
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
、

鳥
獣
捕
獲
許
可
に
基
づ
く
従

事
者
証
を
交
付
し
捕
獲
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▲箱わなに掛かったイノシシ

▲くくりわなに掛かったシカ

イノシシ 420 頭
ニホンジカ 43 頭
アナグマ 73 頭
カラス 43 羽

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
防
止
対
策
と
し

て
は
、
農
林
業
者
自
身
に
よ
る
捕
獲
が
極

め
て
有
効
な
手
段
で
す
。
た
だ
し
、
免
許

を
所
持
せ
ず
に
わ
な
を
仕
掛
け
る
こ
と
は

法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
芦
北
町
や

芦
北
町
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

で
は
、
わ
な
免
許
や
銃
免
許
取
得
費
用
へ

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
新
た
に
わ
な
・

　

銃
免
許
を
取
得
す
る
人

◆
補
助
金
額

　

①
わ
な
免
許　

７
千
円
（
定
額
）

　

②
銃
免
許　

取
得
費
用
の
全
額

　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
２
万
円
）

※
わ
な
免
許
取
得
と
同
時
に
箱
わ
な
を
購

入（
製
作
）す
る
場
合
は
資
材
費
の
１
／
２

も
補
助
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

農
政
係　

　
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
５
）

▶平
成
25
年
度

捕
獲
頭
数

第27 回 
ビーチバレー in くまもと

◆ 予選大会
　７月５日（土）
　鶴ケ浜海水浴場、
　マリンパークビーチ
　開始式　　午前９時
　試合開始　午前９時 30 分
◆ 決勝大会
　７月６日（日）　鶴ケ浜海水浴場
　開会式　　午前８時 45 分
　試合開始　午前９時 30 分

７月５日、６日開催

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

籔下　琴
こ と ね

音　　  ４. ２５　　女　　  亮太　　湯南団地

田頭　瑠
る い

衣　　  ４. ２６　　女　　  恭兵　　白岩

阪口　咲
さ き

希　　  ４. ２８　　女　　  智功　　白岩

伊德　翠
み は る

晴　　  ５. 　３　　女　　  直也　　上町

川口　裕
ゆうせい

聖　　  ５. １５　　男　　  直　　　田浦町２

廣岡　心
み ゆ

結　　  ５. ２１　　女　　  泰明　　小田浦６

釡　輝
て る ま

眞　　　  ５. ２２　　男　　  源成　　女島西

H26.5.1 〜 5.31 受付分（敬称略）受付件数７件

　  氏　　名　　　　死亡日　　　年齢　　　　区　

上野　迪子　　　　 ４. ３０　　   ８６　　 海浦１
井崎　ユキ　　　　 ５.　 ５　　   ９０　　 井牟田１
寺川　ヨツ子　　　 ５. 　８　　   ８５　　 湯浦南
浅野　ヒサヨ　　　 ５.　 ８　　   ９１　　 大尼田
岡部　キクエ　　　 ５. 　８　　   ９０　　 小田浦５
中山　朝和　　　　 ５. １０　　   ８１　　 計石東
竹浦　カオリ　　　 ５. １０　　   ８９　　 田浦１
松浦　ミツカ　　　 ５. １０　　   ９０　　 向町
安田　ハルエ　　　 ５. １１　　   ９４　　 老人ホーム
嶋中　增夫　　　　 ５. １２　　   ８４　　 田浦町１
山本　德義　　　　 ５. １２　　   ９０　　 永谷
告川　チクヨ　　　 ５. １４　　   ９２　　 東告
松本　繁人　　　　 ５. １４　　   ８７　　 市居原
宮田　辰昭　　　　 ５. １８　　   ８５　　 宮崎
入口　トミエ　　　 ５. １８　　   ８４　　 乙千屋
平　　利夫　　　　 ５. １９　　   ８２　　 宮崎
森　クミ子　　　　 ５. １９　　   ７５　　 宮崎
下山　一夫　　　　 ５. ２１　　   ７１　　 小田浦２
楠本　澄人　　　　 ５. ２３　　   ９６　　 白岩
蓮田　次子　　　　 ５. ２３　　   ８５　　 田浦町２
白福　和弘　　　　 ５. ２５　　   ８６　　 白木
丸山　重信　　　　 ５. ２６　　   ８７　　 松生
松本　伸逸　　　　 ５. ２９　　   ６１　　 米田
渕上　隆右　　　　 ５. ２９　　   ６９　　 湯浦北
松　　テイ子　　　 ５. ３０　　   ８７　　 大野

H26.5.1 〜 5.31 受付分（敬称略）受付件数 27 件
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／

総
務

課
２

０
１

４

６
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　N
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（
再

生
紙

使
用

）

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

○
期
間　
　
　

７
月
27
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

◇
「
０
・
１
の
積
み
重
ね
展
」　
開
催
中　

▶
「
紫あ
じ
さ
い

陽
花
」　　
　

１
９
８
９
年

　
今
年
で
68
歳
に
な
っ
た
富
弘
さ
ん
。
い
つ
も
「
自

然
の
花
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と
よ
い

絵
が
描
け
る
」
と
い
う
一
貫
し
た
姿
勢
で
制
作
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
掲
載
し
て
い
る
「
紫
陽
花
」
の
ポ

イ
ン
ト
は
葉
っ
ぱ
の
し
ず
く
で
す
。
葉
の
一
枚
一
枚

に
艶
や
か
な
し
ず
く
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
み
ず

み
ず
し
さ
は
ま
る
で
絵
が
濡
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
ほ
ど
で
す
。

　

梅
雨
入
り
し
て
紫
陽
花
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
美
術
館
の
「
紫
陽
花
」
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
」

匿
名
で
善
意
の
50
万
円
届
く
　

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会

に
５
月
30
日
、
匿
名
で

50
万
円
の
現
金
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
同
封
さ
れ

て
い
た
手
紙
に
は
「
芦
北

町
に
居
住
す
る
者
で
す
。

芦
北
町
の
小
学
生
が
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
努
力
し
て
い
る
こ

と
に
感
激
し
ま
し
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
建
て

る
資
金
に
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
手
書
き
で
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
、
５
校
目

と
な
る
学
校
建
設
に
向
け
て
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

現
地
の
物
価
上
昇
に
伴
い
、
１
校
目
を
建
て
た
12
年
前
の
２
倍
以
上

に
建
設
費
が
膨
ら
ん
で
い
て
建
設
資
金
の
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

協
会
長
の
竹
﨑
町
長
は
「
町
民
か
ら
こ
の
よ
う
な
自
発
的
な
寄
附

を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。
５
校
目
建
設
に
向
け
て
の
弾
み
に

な
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
附
を
含
め
現
在
の
募
金
残
高
は
約
５
３
２
万
円
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
４
校
よ
り
も
や
や
小
規
模
な
校
舎
と
な
る
１

棟
４
教
室
を
建
設
す
る
た
め
に
は
６
５
０
万
円
が
必
要
で
す
。　

　

　

芦
北
産
高
級
特
製
自
酒
「
葦
分
」
と
「
夢
あ
し
き
た
」
の

初
荷
式
が
５
月
15
日
、
芦
北
町
最
高
峰
の
大
関
山
山
頂
（
標

高
９
０
２
ｍ
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
関
山
に
は
初
め
て
穀

物
か
ら
酒
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
大
山
津
見
神
（
お
お
や
ま
つ

み
の
か
み
）
が
鎮
座
す
る
大
関
山
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

来
賓
や
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席
し
、
霧
に
包
ま
れ
た

幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
第
１
号
瓶
が
繊
月
酒
造
の
堤
正
博
社
長
か
ら
竹

﨑
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
堤
社
長
は
「
生
産
者
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
香
り
高
い
も
の
が
で
き
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
約
７
ト
ン
の
大
関
米
・
大
野
米
を
使
い
４
合
瓶

換
算
で
１
万
６
８
０
０
本
分
の
焼
酎
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

幻
想
的
な
雰
囲
気
で
初
荷
式◀繊月酒造で造られる「葦分」と「川辺」

がセットになった、ギフトセットが全
国のファミリーマートの「お酒ギフト」
で取り扱われます

▲霧に包まれた初荷式会場で乾杯の発
　声をする梅下雅豊芦北警察署長


